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2022年前期　大学院授業評価アンケート

　【科目名】看護学の実践と研究 特講Ⅰ
　【担当】森、北岡、小山、西村、野中、福島、和田、米山
　【回収率】83％（5/6名）
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・理論など学ぶことが今までなかった為，勉強になった.
　理論を使用することで，実践の評価をし，看護の質を上がる．
　患者さんに還元できるように，頑張りたい
・看護実践と理論と研究を繰り返し、看護に結び付け最良の看護ケアが提供できるようにしていかなければならない。臨床場面
　で看護理論を思い浮かべることはまだまだ困難であるが、私のやらなきゃいけないことの実現に向け、学びを続けていきたい
　とおもいます。森先生がブロック研修で講義して下さった看護研究とはを最初の講義もしくは入学オリエンテーションで講義し
　て頂きたかったです。どうしても理論から入りにくく、臨床実践、看護研究とはとお話して頂けると落とし込みやすいと思いま
　した。
・看護理論から各看護領域の実践や研究を幅広く学ぶことができました。今後の研究活動や、看護実践に生かしていきたいと思
　います。
・各分野の専門とする研究を知ることができました。
・自身の専門領域以外の学習ができたことは現在の動向を知る勉強になった。
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2022年大学院前期授業評価アンケート

　【科目名】看護学研究方法論Ⅰ（総論）
【担当】黒田裕子
　【回収率】100％（6/6名）
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・課題もあり、大変でしたが、先生がたが、さまざまな文献や資料を提示してくださり、本当に勉強になりました。
　私の理解が追いついていないので、これからは自分で勉強していかなければならないと思いました。
・研究をはじめるにあたり，必要な授業だと思います。
・研究方法論について学ぶことができた。課題や発表を通し、学び得るものが大きかった。
コロナの影響もあり仕事との両立で多重課題となってしまった。

　しかし看護について学べている環境苦しいけどは楽しいです。
・看護研究の基本をしっかり学べました。学びを復習し知識として定着させていきます。
・具体的な実施方法をもっと詳しく説明してほしいことがあった。(個人的に思うときと、先生が自らこの時間だけ
　では説明しきれないと話すこともあった)
・講義によって、内容があさく何が大事がわからなかった。
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2022年前期　大学院授業評価アンケート

　【科目名】看護教育論
　【担当】小山眞理子
　【回収率】100％（6/6名）
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・看護教育に際し、悩むことも多く思うようにいかないこともありました。小山先生は講義中に質問を受けて頂いた
　り、院生で考えてみようとデイスカッションの機会も設けて頂いたので、印象深く心に響きました。この学びを活か
　せるよう理論的思考も持ちつつ、看護の現場を盛り上げ、患者さんのためのケア促進に努めていきたい
・教育について、さまざまなことを学ぶことができた。小山先生はいつも私たちを気遣ってくださり、ありがとうござ
　いました。小山先生に教えていただけて、感謝しかありません。
・楽しい授業だった．先生の教育に対する熱意が伝わってきました．次の時代を担う看護師の育成，現場も頑張ります
・看護教育について楽しみながら学修することができました。
・教育に関して大切なところを教えていただきました。
・質問11に関して、講義における課題の提出は求められなかったため、どちらともいえないと評価した。先生の意見
　を含めた講義は大変勉強になりました。



����������	
������������������������� 
!"	
#$%&'()*+,-./
�"012345/06)�789:;#<=>./
?"	
)@ABC<D.EFGHIEJ/

KLM �KNOKPQR;#<SS./TUVW XYZ[\]
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２０２２年前期大学院授業評価アンケート
【科目名】看護管理
【担当】吉田千文
【回収率】100％（6/6名）



��������	
�����
����
�������������������
 ���
���!"#$%&'�()*+�,-�./�
0���12
34�5�&678�./�

�9�/:;<+=+ >�9<+=+ �?9@ABCD/EF/ GH9<+=-F/ >G9IJ<+=-F/ >
�9�/:;<+=+  �9<+=+ >?9@ABCD/EF/ >H9<+=-F/ >G9IJ<+=-F/ >
�9�/:;<+=+ ��9<+=+ G?9@ABCD/EF/ >H9<+=-F/ >G9IJ<+=-F/ >
�9�/:;<+=+  �9<+=+ >?9@ABCD/EF/ >H9<+=-F/ >G9IJ<+=-F/ >



��������	
���
�����������������
��������� !�"����#�
������$%��&'()*�+��

,-�#./0121 34-0121 �5-678�9#:;# �<-012
;# ��-=>012
;# �
,-�#./0121 <4-0121 55-678�9#:;# �<-012
;# ��-=>012
;# �
,-�#./0121 �4-0121 35-678�9#:;# �<-012
;# ��-=>012
;# �
,-�#./0121 <4-0121 45-678�9#:;# �<-012
;# ��-=>012
;# �



��������	
����	�����
��������������� !"#$%&'()���
�*�+�,-���./	0123���45�6378�
�9�+�,-�:;<=>?@)AB�C�378�
�D�E�FG�HI�0JK�+3LM2�+3 N�OP�QR�ST.6UDVW XY�ZW[\]^_�̀ ��_a�bc�de��fg�h2	i,6�T6��53	1j[��kl�Im<+/n�1C2�)0o�)pqr�stuvwux�yr�j[z{|}o�~�\]^_���+3)��0����m�C�0123123oj

9��6����M� �*���M� *��N��3168 6 �����M� 6 ����S��M� 6 �
9��6����M� 9*���M� ���N��3168 6 �����M� 6 ����S��M� 6 �
9��6����M� �*���M� ���N��3168 6 �����M� 6 ����S��M� 6 �
9��6����M� �*���M� ���N��3168 6 �����M� 6 *���S��M� 6 �

・管理の教材に載っていることを、自分の中に落とし込んで、事例を提示してプレゼンすること
　はたいへんだったが、深い学びにつながった。
　集中講義が、もう3日に分かれていれば良かったとおもう。最後のコマは思考が働かなくなって
　しまった。看護管理の集中講義は大変だったが、楽しく、きちんと自分のものに出来れば、管
　理に自信も持てるようになり、今後に活かせるとおもう。ありがとうございました。
・2日で行うのではなく、もっと回数を多くしてほしかった。まだ知りたいことがあった。
・授業前の準備．課題が大変でしたが，授業は楽しかったです。
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2022年前期　大学院授業評価アンケート

　【科目名】成人看護学特論M
　【担当】黒田裕子
　【回収率】80％（4/5名）
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・1つの事例をそれぞれの理論を用いて分析することで学びの機会となったのではないかと思います。
・課題を行うことで自分の不出来さを実感した。課題は大変つらかったが自分のためにはよかったと思う。自分で勉
　強し知識を増やしていきたいと思った。
・今後の自分の研究を取り組むにあたり，必要な授業だと思う．先生の到達目標に達していないのではないかと，不

甲斐ない気持ちでいっぱいです．授業の日程や，方法を私たちの状況に応じて，変更してくれたことはとても感謝し
　ています．働きながら学修するということは，とても大変で過酷なものでした．しかし，いつか役に立つと思い，それ
　を目標に頑張ってこれた．
・予習に関しては、自身の担当部分については予習し臨むことができたが、他学生が担当している部分については予
　習する余裕がなかった。同様に復習も行えなかった。自身で基本の理論を発表し学ぶことは学びを深めるこｔに事　
　例を用いてよかったと思うが、他学生の発表できちんと理解につながったかというと不安がある。最後に行った事
　例を用いた理論の分析が一番理解を深めることができた。
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2022年前期　大学院授業評価アンケート

　【科目名】老年看護学特論M

　【担当】小山 幸代

　【回収率】100％（1/1名）
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・老年看護において活用される理論や考え方を学ぶことができました。今後の看護実践や研究活
　動に生かしていきたいと思います。
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2022年前期　大学院授業評価アンケート

　【科目名】看護学研究法
　【担当】黒田裕子
　【回収率】100％（5/5名）
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・「質の高い論文」とはどのような内容を指すのかわからなかったが、いくつかの研究方法を学び、講義で
クリテークをみっちり演習できたことで少しずつ理解が進んだ。 クリティークの学習が投稿論文の執筆

　に役立っている。
・論文のクリティークでは、論文選びの段階から院生の質問に的確にアドバイスをいただき、課題を遂行
　していく過程で学びを深め、院生同志でも有意義なディスカッションが行えた。また、先生の講義は、常
　に十分な資料とともに新しい知見が提供されるものであり、シラバス通りのアカデミックな授業展開に
　大変満足している。
・とても刺激的で学びの深い授業でした。本当にありがとうございました。
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